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WiFi Add-onボードを
使ってみよう︕
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Agenda
• Spresense Add-on・拡張ボードご紹介
• Spresense LTEを使ってみよう︕
• WiFi Add-onを使ってみよう︕

• WiFi Add-onボードのご紹介
• Webサーバからデータを取得してみよう︕
• セキュアなWebサーバからデータを取得してみよう︕
• Webサーバになってみよう︕
• MQTTのpublishしてみよう︕
• MQTTのsubscribeしてみよう︕

• BLE Add-onを使ってみよう︕
• Spresenseからのデータを可視化してみよう︕
• SpresenseでいろんなLPWAを使ってみよう︕
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WiFi Add-onボードの紹介
WiFi Add-onは、Mainボードの上部2.54ピッチコネクタのGPSアンテナ側9ピン（ファンクションエリア）
に刺さるようになっているボードです。

通信には、SPIを利⽤し、WiFiモジュール内のFWのバージョンアップのために、UARTにも接続しています。
※通常動作時には、UARTは開放されており、他の⽤途でもご利⽤いただけます。
※モジュール内のFWのupdateは、Telitの開発ツールが必要です。 Telit社にお問い合わせください。

現在発売中のボードには、GPIO接続のpinによって、
タイプがA/B/Cあります。
ご⾃分のボードがどれになるのか︖をご確認ください。



Sony Semiconductor Solutions Corporation © 2019 ‒ 2023

GS2200のライブラリをインストール
WiFi Add-onを動作させるためには、 GS2200のArduinoライブラリのインストールが必要です。
こちらは本家のサイトです。
https://github.com/jittermaster/GS2200-WiFi

zipでのダウンロードかcloneして、ツール → スケッチ → ライブラリをインクルード → Zip形式のライブラ
リをインストールで、インストールしてください。
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GS2200制御の基本
WiFi Add-on（GS2200）の制御の基本は、SPIバス経由のATコマンドになります。
詳細な情報は、このATコマンドの仕様書とそれに付随した資料書をご覧ください。
Telit社から登録後の⼊⼿が必要です。
Telit- Wireless IOT Solutions for the Connected World

これらの仕様書はEOLにつき
⼊⼿できなくなりました。
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Webサーバからデータを取得してみよう︕
（HTTPクライアントでの接続）

Http Get

Data

Access Point

基本的に、LTEの時と同じです。LTEの基地局の代わりにWiFiのアクセスポイントとの通信になります。
最もポピュラーなTCP/IP接続を確⽴させて、HTTPのリクエストを送ることで、Webサーバからデータを
取得します。
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HTTPClientを動かしてみよう︕

GS2200ライブラリの中にある、
HTTPClientを動かしてみましょう︕

このサンプルは、HTTPのクライアント動作を
⾏うサンプルです。Webサーバからテキスト
データを取得するコードも実⾏できます。

カスタムライブラリに
なります
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HTTPClientのコード解説

config.hの中で各種必要
な設定を⾏います。

アクセスポイントの設定

アクセスしたいサイト情報

今回のハンズオンでは、LTEと同じサイ
トへのアクセスを試します。

#define  HTTP_SRVR_IP  "arduino.tips"
#define  HTTP_PORT     "80"
#define  HTTP_PATH     "/asciilogo.txt"
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HTTPClientのコード解説

POSTとGETを切り替え
て実⾏するコードです。

HTTP⽤のライブラリ

HTTPライブラリのインスタンス

受信データ格納バッファ

アプリの状態

送信データ⽣成⽤バッファ

HTTP⽤のライブラリを⽤意しました。
これを使うとより、簡単にHTTPのク
ライアント動作を実現できます。
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HTTPClientのコード解説

GS2200が使⽤する
SPIの初期化

Stationモードとして動くために必要な
アクセスポイント情報を指定

GS2200の動作
モードを指定

アクセスしたいサーバ情報の指定
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HTTPClientのコード解説

送信するダミーデータ⽤のカウンタ

HTTP Clientの
ヘッダー情報設定

今回はArduinoのサイトか
らテキストをGETするの

で、”GETに変更”
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HTTPClientのコード解説

HTTP GETの要求を送信

残りのデータがある場合に、
Receiveによる受信します。

結果を受信

1回の受信で受け取るデータは、バッファ
サイズから、1500バイトになっています。

そのため、これ以上のデータが存在する場
合は、receiveにより取得することができ
ます。

戻り値がtrueである場合は、データがあります。
エラーやデータが終了の際はfalseになります。

今回のArduinoのサイトは、GET
のみなので、”GETに変更”
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実⾏結果(HTTPClient)

LTEと同じようなASCII ARTが表⽰されるはずです︕
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うまく動かない時に︕
・アクセスポイントの設定は正しいですか︖

・アクセスポイントはインターネットにつながっていますか︖

・アクセスポイントとの距離・電波状況は問題ないですか︖

LTEと同じようなASCII ARTが表⽰されるはずです︕
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セキュアなWebサーバからデータを取得してみよう︕
（TLSクライアントでの接続）
こちらも、基本的にLTEの時と同じです。SSL/TLS を利⽤した通信データの暗号化、改ざん防⽌、
なりすまし防⽌を⾏う場合、サーバーのルート証明書をSDカードに格納し、それをWiFiモジュールに
に登録することで、アクセスが可能になります。
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HTTPSecureClientを動かしてみよう︕

GS2200ライブラリの中にある、
HTTPSecureClientを動かしてみましょう︕

このサンプルは、HTTPSのクライアント動作を⾏
うサンプルです。

カスタムライブラリに
なります
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HTTPSecureClientのコード解説
config.hの中で各種必要

な設定を⾏います。

アクセスポイントの設定

アクセスしたいサイト情報

今回のハンズオンでは、LTEと同じサイ
トへのアクセスを試します。

#define  HTTP_SRVR_IP  "httpbin.org"
#define  HTTP_PORT     "443"
#define  HTTP_GET_PATH  "/get"
#define  HTTP_POST_PATH "/post"

#define ROOTCA_FILE “保存したファイル.crt"

SDカードに格納されて
いるルート証明書
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HTTPSecureClientのコード解説

証明書格納⽤にSDが必要

証明書設定部分以外は、
HTTPDClient のサンプルと⼀緒で
す。

SDライブラリのインスタンス

証明書期限のためにRTCが必要
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HTTPSecureClientのコード解説

SDライブラリ初期化

RTCライブラリ初期化

証明書をSDカードから読み出し 現在時刻の取得

証明書をWiFiモジュールに書き込む
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HTTPSecureClientのコード解説

HTTP POSTの要求を送信

POST要求に対し、何らかの
受信データがある場合に、
Receiveによる受信します。

GETの部分は、 HTTPDClient のサン
プルと⼀緒です。

戻り値がtrueである場合は、データがあります。
エラーやデータが終了の際はfalseになります。
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実⾏結果(HTTPSecureClient)

dataの値がJSON形式でインクリメントされ受け取れます︕
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dataの値がJSON形式でインクリメントされ受け取れます︕
最近、 httpbin.orgはめちゃくちゃ重いのでタイムアウトしてしまうかもしれません︕

うまく動かない時に︕
・アクセスポイントの設定は正しいですか︖

・アクセスポイントはインターネットにつながっていますか︖

・アクセスポイントとの距離・電波状況は問題ないですか︖

・SDカードは正しく読めていますか︖

・証明書は正しいですか︖
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Webサーバになってみよう︕

Access Point

GS2200は、クライアントとしての機能だけでなく、⾃⾝が簡易アクセスポイントになることができます。
これによって、HTTP サーバとして、データを送信することができ、webブラウザなどからデータを読み出す
ことができます。

Spresenseにカメラやマイクなどをつなぐ
ことで、様々なメディアデータを提供する
IoT端末としての運⽤も可能になります。

Http Get

Http Get
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HTTPServerを動かしてみよう︕

GS2200ライブラリの中にある、
HTTPServerを動かしてみましょう︕

このサンプルは、GS2200がアクセスポイント
になり、TCPサーバとしての動作を⾏えるよう
に設定しています。

これにより、HTTP Getのリクエストに対して
応答すること可能になり、PCやスマートフォン
などのブラウザからそのデータを⾒ることが可能
になります。

現在、本線のコードに⼀部不具合があります。こちらを利⽤してください。
https://github.com/TomonobuHayakawa/GS2200-WiFi
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HTTPServerのコード解説

HTTP GETリクエストに
応答するデータの⽣成

htmlで ”Test!” の⽂字
列を表⽰します。

Arduinoで利⽤されている
“ArdhunoHTTPSever” などのライ
ブラリは、現在は使えません。

TelitWiFiのライブラリが、⼀般的な
Arduino の WiFiに準拠できていないた
めです。
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HTTPServerのコード解説

config.hの中には、各種必要
な設定が記載されています。

アクセスポイントの設定

TCPアクセスが許可
されているポート

起動すると、利⽤可能なWiFiの中に

GS2200_LIMITED_AP

が⾒えます。

パスワードを指定して接続すると、
通信が可能になります。
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HTTPServerのコード解説

HTTP GETリクエストに
応答するデータの⽣成

htmlで ”Test!” の⽂字
列を表⽰します。

Arduinoで利⽤されている
“ArduinoHTTPSever” などのライブ
ラリは、現在は使えません。

TelitWiFiのライブラリが、⼀般的な
Arduino の WiFiに準拠できていないた
めです。
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HTTPServerのコード解説

GS2200が使⽤する
SPIの初期化

APモードとして動くために
必要な情報を指定

GS2200の動作モード
（APモード）を指定
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HTTPServerのコード解説

TCPサーバー起動
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HTTPServerのコード解説

WiFiからの要求がある間ループ

クライアントの接続を待つ

Clientからの要求の読み出し

GETリクエストで
あるか確認

コンテンツを作成

スマホやPCなどのWiFi接続を、

GS2200_LIMITED_AP

にして、接続します。

接続できたら、ブラウザを起動し、

http://192.168.1.99/

でアクセスしてください︕

これを応⽤（カメラ接続）すると、
WebCamera
WebStreaming
等のアプリケーションも実現できます。

コンテンツを送信
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HTTPServerのコード解説

現在、このString部分で例外
が発⽣しています。

現在、本線のコードに⼀部不具合があります。こちらを利⽤してください。
https://github.com/TomonobuHayakawa/GS2200-WiFi
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実⾏結果(HTTPServer)

スマホなどで、

GS2200_LIMITED_AP

に接続し、

ブラウザなどで、

192.168.1.99

にアクセスすると、「Test!」という⽂字列が返ってくる。
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MQTTのpublishをしてみよう︕
Spresense LTE経由でMQTTのpublishを⾏った際に準備した、
Mosquitto（https://mosquitto.org/download/）
をPCにインストールして対抗機としての準備をしてください。

GS2200ライブラリの中にMQTTの
publishを⾏う MQTTPublish
というサンプルがあります。

こちらを動かしてみましょう︕
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MQTTPublish のコード解説

アクセスポイントの設定

Broker情報、Topic
情報などを定義

config.hの中には、各種必要
な設定が記載されています。
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MQTTPublish のコード解説

GS2200⽤のMQTT 
Wrapper ライブラリ

WiFiのインスタンスを取り込ん
でMQTTライブラリを⽣成
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MQTTPublishのコード解説
GS2200が使⽤する

SPIの初期化

Stationモードとして動くため
に必要な情報を指定

MQTTのパラメータを指定
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MQTTPublishのコード解説

MQTT Brokerへの接続

Topic の設定

Message ⽣成

Message 送信
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実⾏結果(MQTTPublish)

インクリメントした数字を送ります。

数字がインクリメントされて表⽰
されます︕
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数字のみがインクリメントされて受け取れます︕

うまく動かない時に︕
・アクセスポイントの設定は正しいですか︖

・アクセスポイントはインターネットにつながっていますか︖

・アクセスポイントとの距離・電波状況は問題ないですか︖

・Broker設定は正しいですか︖

・Topic名は正しいですか︖
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MQTTのsubscribeをしてみよう︕
publish と同様に、Mosquitto（https://mosquitto.org/download/）を対抗として使ってください。
MQTT subscribe のサンプルは、(https://github.com/TomonobuHayakawa/GS2200-WiFi) に
⼊っています。

GS2200ライブラリの中にMQTTの
publishを⾏う MQTTSubscribe
というサンプルがあります。

こちらを動かしてみましょう︕
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MQTTSubscribe のコード解説

アクセスポイントの設定

Broker情報、Topic
情報などを定義

config.hの中には、各種必要
な設定が記載されています。
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MQTTSubscribe のコード解説

GS2200⽤のMQTT 
Wrapper ライブラリ

WiFiのインスタンスを取り込ん
でMQTTライブラリを⽣成
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MQTTSubscribeのコード解説
GS2200が使⽤する

SPIの初期化

Stationモードとして動くため
に必要な情報を指定

MQTTのパラメータを指定
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MQTTSubscribeのコード解説

MQTT Brokerへの接続

Topic の設定

Subscribeモードに⼊る
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MQTTSubscribeのコード解説

MQTT Brokerへの接続

Topic の設定

Subscribeモードに⼊る
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実⾏結果(MQTTSubscribe)

PCから「test from pc」を
送ります

「test from pc」を受け取ります
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Publishされたデータが表⽰されます︕
10分間Publishがないと終了してします。

うまく動かない時に︕
・アクセスポイントの設定は正しいですか︖

・アクセスポイントはインターネットにつながっていますか︖

・アクセスポイントとの距離・電波状況は問題ないですか︖

・Broker設定は正しいですか︖

・Topic名は正しいですか︖
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これでWiFiも通信を⼀通り実施してみました。

是⾮、WiFiも利⽤してみてください︕


